
保
健
婦
メ
モ

が
ん
予
防
心
が
け
て
い
ま
す
か
？

9
月
は
が
ん
征
圧
月
間

数
多
く
あ
る
病
気
の
中
で
、

一
番
死
亡
率
が
高
く
、
恐
れ

ら
れ
る
“
が
ん
”
。
知
人
の

が
ん
の
訃
報
を
聞
く
た
び
に
、

一
日
で
も
早
く
良
い
薬
や
治

療
の
開
発
が
待
た
れ
ま
す
。

が
ん
死
亡
率

増
加
と
減
少

長
門
市
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
、

平
成
4
年
で
は
全
死
亡
の
2
2％
で
、

心
臓
病
・
脳
卒
中
を
合
わ
せ
る
と

5
0％
を
こ
え
る
ほ
ど
に
も
な
り
ま

す
。が

ん
の
中
で
も
、
死
亡
率
ト
ッ

プ
の
胃
が
ん
は
検
診
等
の
早
期
発

見
・
治
療
に
よ
り
年
々
減
少
傾
向
。

反
面
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
数
年
後
に
は

順
位
が
入
れ
替
る
ほ
ど
の
勢
い
で

す
。か

ん
を
防
ぐ
た
め
の

1
2か
条

私
達
が
、「
生
涯
が
ん
に
か
か

ら
な
い
」
こ
と
は
無
理
だ
と
し
て

も
、
で
き
る
だ
け
が
ん
の
原
因
を

と
り
除
こ
う
（
予
防
）
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
1
2か
条
。

こ
れ
を
積
極
的
に
実
行
す
れ
ば
、

が
ん
の
6
0％
（
禁
煙
で
3
0％
、
食

生
活
の
工
夫
等
で
さ
ら
に
3
0％
）

が
ふ
せ
げ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

がん 予防 1 2 か条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
新
し
く
吸
い
始
め
る（
た
ば
こ
）こ
と
の
な

い
よ
う
に

⑥
食
べ
も
の
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維

質
の
も
の
を
多
く
と
る

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
あ
ま
り
熱
い

も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑥
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑩
日
光
に
当
り
す
ぎ
な
い

⑩
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る

⑩
体
を
清
潔
に

9
月
1
日
か
ら
3
0日
ま
で
は

が
ん
征
圧
月
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
今
ま
で
無
頓
着
だ
っ
た
日

頃
の
生
活
を
、
家
族
み
ん
な
で

総
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
、
が
ん
検
診

を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

ながと歴史散歩

第86回

移
り
変
わ
る
時
代
の
流
れ

鉄
　
道
　
開
　
通

国
鉄
・
美
祢
線
、
厚
狭
ｌ

正
明
市
（
現
・
長
門
市
）

間
の
全
線
開
通
は
大
正
十

三
年
（
一
九
二
四
）
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
経
過
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九

〇
五
）
、
山
陽
鉄
道
㈱
の

大
嶺
線
（
厚
狭
―
大
嶺
）
が
開

通
。
こ
の
鉄
道
は
、
当
時
の
日

本
海
車
が
、
大
嶺
で
採
れ
る
良

質
の
無
煙
炭
を
山
陽
方
面
に
運

び
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
年
こ
の
鉄
道
は
国
有
と
な
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、

大
嶺
線
・
伊
佐
（
現
・
南
大
嶺
）

ー
重
安
間
に
軽
便
鉄
道
が
開
通
。

同
九
年
、
厚
狭
ｌ
重
安
間
が
美

祢
線
と
な
る
。
同
年
、
美
祢

線
は
於
福
ま
で
北
上
す
る
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

三
月
、
待
望
の
於
福
ｌ
正
明

市
間
が
結
ば
れ
、
美
祢
線
が

全
通
、
於
福
ｌ
渋
木
間
の
大

ケ
峠
ト
ン
ネ
ル
は
大
工
事
で

あ
っ
た
。
美
祢
線
開
通
と
同

時
に
、
渋
木
、
長
門
湯
本
、

正
明
市
の
各
駅
が
営
業
を
始

め
る
。

そ
の
後
、
美
祢
線
は
萩
に

向
か
っ
て
延
び
る
。（
の
ち
山

陰
本
線
に
編
入
）

昭
和
五
年
五
月
、
仙
崎
線
が

開
通
。
同
年
十
二
月
、
正
明
市
―

幡
生
間
が
小
串
線
と
し
て
開
通
。

幡
生
と
京
都
を
結
ぶ
山
陰
本
線

の
全
通
は
昭
和
八
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
、
美
祢
線
に

板
持
駅
開
設
。
同
三
十
七
年
、

正
明
市
が
長
門
市
に
駅
名
を
変

え
る
。

し
か
し
、
長
門
市
駅
で
は
昭

和
四
十
年
を
ピ
ー
ク
に
乗
客
数

の
減
少
が
始
ま
る
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
、
国
鉄

は
民
営
化
、
新
し
い
時
代
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
（
良
）開 業 当 時 の正 明 市駅

（
投
稿
）
長
門
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

9
月
6
日
、
村
岡
副
知
事
、
藤

田
市
長
そ
の
他
多
く
の
関
係
者
が

出
席
し
、
「
県
道
仙
崎
停
車
場
小

浜
線
」
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
潟
ト
ン
ネ
ル
（
2
8
5
ｍ
）

を
含
む
、
1
、
5
2
0
ｍ
が
通
行

開
始
、
生
活
道
路
や
観
光
道
路
と

し
て
、
今
後
の
産
業
発
展
へ
の
貢

献
に
大
き
な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
上
に
は
、
仙
崎
を

一
望
す
る
「
み
す
ゞ
公
園
」
も
併

設
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
地
域
文
化
を
大
切
に
し
た
、

新
た
な
文
化
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

⑨

市 制 施 行40 周 年 記 念

山口県立美術館
所蔵作品展

9月23日金～26日( 月)
午前9 時～午後4 時30分

会場　 中央 公民館
入場 料 高校生以 上500 円

市

の
人

日

（
9

月
1

日
現

在

）

面
　
積
　
1
5
2
.
3
0
k
m

人
　

口
　
2
5

、
6
3
6

人
（
　
　
1
2

）

男
　
1
1

、
8
8
1

人
（
　
　
1
0

）

女
　
1
3
,
7
5
5
（
　
　
2
）

世
帯
数
　
8

、
7
1
2

世
帯
（
　
　
5

）

（
　
　

）
内
は
前
月
比
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